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１　はじめに




（Macao Museum of Art）所蔵中国磁器、仁慈堂博
















～ 1670 年代と推定される。Figure.3-2 は大振りの染
付碗（鉢）であり、外面主文様については不明である
が、見込みに花卉文、高台内に「太明」銘が入る。生






























(Museu de Macau1999,p71 より作成 )
Figure.2　Monte Fortess
(Museu de Macau1999,p60 より転載 )
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Figure.3　Monte Fortess 出土肥前磁器（Courtesy:Museu de Macau）
Figure.4　天狗谷窯跡採集染付髭皿
Figure.5　エルミタージュ美術館所蔵染錦髭皿
( 国際日本文化研究センター 1993,p183 より転載 )
Figure.6　個人所蔵染錦髭皿（オランダ）
(Mededelingenblad nederlandse vereniging van vrienden van de 
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プ 2 樽、小振りのカップ 1 樽、小鉢 1,000 個、ポペ
ゲット 2箱が、（中略）入港した。」（フォルカー連載
44-p58）
　〔1678 年〕「マカオからは、皿 300 梱と「月末に詳
しく記される」とあるが実際には忘れられていた船荷
と、そのほかティー・ポット 3樽、施釉ポット（多分










小振りのティー・プレート 400 梱、大小のカップ 200
梱が到着し、さらに彫り文様のついた朱泥のティー・
ポット 320 個、小振りの緑色の宜興窯のポット 200
個、さまざまな種類のカップ 9,400 個、粗製のプレー
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Figure.7　澳門・ランパカオ位置関係図
( 澳門海事署 1986 より転載 )
などで出土している。赤絵町遺跡出土のカップとソー
サー（Figure.8）は 1710 ～ 1740 年代のものと推定
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